
２０２６年 月 日（土）

甚目寺公民館 講義室 あま市甚目寺二伴田65

日本医師会生涯教育講座単位 1.5単位
＜ｶﾘｷｭﾗﾑｺｰﾄﾞ12（地域医療）：1.0単位 / 10（チーム医療）：0.5単位＞
日本糖尿病療養指導士認定機構 ＜第2群＞ 0.5単位
愛知県糖尿病療養指導士 認定単位数 1.5単位

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
この度、下記要綱にて「第３７回海部津島糖尿病地域連携研究会」を開催する運びとなりました。
地域連携をさらに進めていくため、意見交換の場も企画させていただきました。
なお、本研究会は糖尿病療養指導に関わるスタッフの皆様にも参加いただける研究会となっております。
ぜひ、お誘い合わせの上参加くださいますようお願い申し上げます。

当番世話人 あま市民病院 総合診療科 熊﨑 由佳

海部医師会 会長 前田内科 前田豊先生

要 旨

座長 横井ことぶきクリニック 横井寿先生

司会 あま市民病院 総合診療科 糖尿病内科 科長 熊﨑 由佳先生

休憩（16：05～16：15）

津島市医師会 会長 あいち健康クリニック 加古伸雄先生

主催：海部津島糖尿病地域連携研究会、共催：海部医師会／津島市医師会

CGMの活用は治療の質を大きく前進させている。CGMデータの共有により、低血糖予防や
治療方針の迅速な調整が可能となった。春日井市民病院でのCGM活用の実例、患者教育へ
の応用を検討し、今後の地域包括的な血糖管理モデルに向けた展望を示す。

海部津島糖尿病
地域連携研究会

右記単位について
申請を予定しています

閉会挨拶（16：50～16:55）

グループディスカッション（16：15～16:50）

特別講演（15：05～16:05）

開会挨拶（15：00～15:05）

場所

日時

演者 春日井市民病院 糖尿病・内分泌内科 部長 岡田 由紀子先生

テーマ
CGMの活用



主催：海部津島糖尿病地域連携研究会、共催：海部医師会／津島市医師会

ＣＧＭデータを見てみよう！
波形データを見ながら、低血糖予防・薬の調節・生活指導などの
意見を出し合おう

16：15～16：35

あま市民病院 糖尿病看護認定看護師 立松映子より
あま市民病院での看護外来について
isCGMを使った療養指導

16：35～16：50

甚目寺公民館 講義室名称

あま市甚目寺二伴田65番地住所

052-444-1621電話番号

126台 ※ 施設利用の状況により、駐車できない場合があります
その際は、あま市民病院駐車場をご利用いただけます

駐車場

名鉄津島線甚目寺駅下車、北へ徒歩10分交通アクセス

当会は対面形式でのみ開催いたします。
当日の受付を円滑に行うため、右記QRコードよりお申し込みをお願いいたします。
なお、スマートフォンでの対応が難しい場合は、お名前・所属・職種をご記入のうえ、
下記宛先までメールにてお申し込みください。
※円滑な運営のため、可能な限りQRコードからの事前申し込みにご協力をお願いします。

海部医師会事務局
Mail：ama5752@siren.ocn.ne.jp
TEL：0567-25-5752

第３７回海部津島糖尿病地域連携研究会

当院の取り組みとグループディスカッション

場所場所

第３７回
海部津島糖尿病
地域連携研究会

申込方法


